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（仮称）みさき農業公園基本計画（素案）に係るパブリックコメントを募集 

 

本町では、令和元年度にみさき農とみどりの活性化構想（以下「活性化構想」という。）

を策定しました。活性化構想では、道の駅みさき北側・西陵古墳周辺において、農業公園を

整備する方針が位置付けられています。（仮称）みさき農業公園基本計画（以下「農業公園

基本計画」という。）は、活性化構想の中核的な機能を持つことになる（仮称）みさき農業

公園の整備に向け、おもに農林業・特産品・観光等の視点から、（仮称）みさき農業公園（以

下「農業公園」という。）のあり方や整備に向けた具体的な進め方等を示す基本計画として

策定を進めています。 

今回、（仮称）みさき農業公園基本計画（素案）に対するご意見をパブリックコメント手

続きで募集します。 

 

意見の提出資格者 

１．町の区域内に住所を有する者 

２．町の区域内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体 

３．町の区域内に存する事務所又は事業所に勤務する者 

４．町の区域内に存する学校に在学する者 

５．町税の納税義務者 

６．前各号に掲げるもののほか、パブリックコメント手続きに係る案件に利害関係を有す

る者 

 

意見の提出方法 

意見書（提出様式）にご記入のうえ、郵送、ＦＡＸ、電子メール又は役場担当課へのご

持参のいずれかの方法で提出してください。任意様式で提出される場合は、案件名、住所、

氏名及び連絡先を必ず明記してください。 

 

閲覧・募集期間 

令和７年２月３日（月曜日）から令和７年２月２５日（火曜日）まで 

郵送の場合は令和７年２月２５日（火曜日）必着 

 

閲覧・意見書配布場所 

産業観光促進課（町役場１階）、町役場情報公開センター（町役場１階）、淡輪公民館、

岬の歴史館、青少年センター、保健センター、健康ふれあいセンター、子育て支援センタ

ー、道の駅みさき観光案内所、岬町ホームページ 

 

資料２



 

意見の取扱い 

１．提出いただいた意見は、農業公園基本計画への反映を検討した後、意見概要と意見に

対する本町の考え方を公表します。 

２．提出いただいた意見は原則として公表（氏名・連絡先等の個人情報は非公表）します

が、それぞれの意見に対して直接の回答はしません。 

 

お問い合わせ先 

〒５９９－０３９２ 

岬町役場都市整備部産業観光促進課 

電　話　　０７２－４９２－２７４９（直通） 

ＦＡＸ　　０７２－４９２－５４２２ 

Ｅ‐mail　sangyou@town.osaka-misaki.lg.jp 

 



 
 
 
 
 
 
 

（仮称）みさき農業公園基本計画（素案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 7 年 1 月 

岬　町 

資料３
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第1章　（仮称）みさき農業公園基本計画について 

1．計画の目的 

本町では、令和元年度（2019年度）に「みさき農とみどりの活性化構想（以下「活性化構想」という。）」

を策定しました。活性化構想では、「道の駅みさき北側・西陵古墳周辺」において、農業公園を整備する

方針が位置づけられています。 
（仮称）みさき農業公園基本計画（以下「本計画」という。）は、上記の活性化構想の中核的な機能を

持つことになる「（仮称）みさき農業公園」の整備に向けて、おもに観光、農林業、特産品等の視点から

みさきらしい公園となるよう（仮称）みさき農業公園のあり方や整備に向けた具体的な進め方等につい

て示した基本計画として策定するものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．計画の位置づけ（関連計画） 

活性化構想は、本町最上位の計画である「第５次岬町総合計画（令和３年（2021年）３月策定」の考

え方を基本に、「第２期岬町まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和３年（2021年）４月策定）」をはじ

め、国や府などの関連計画との整合をとり、本町の農とみどりの活性化に関する基本的考え方と取組の

方向性を示すものです。 
本計画は、活性化構想を上位計画とするとともに、国や府などの関連計画との整合をとり策定するも

のです。  

■農業公園について 

・農業公園は、「農業パーク」とも呼ばれ、自然とのふれあい、園芸、造園、農業への理解と環

境・食の教育（食育）を目的としたレクリエーションの場として整備される施設です。 

・農林水産省によると「農業振興を図る交流拠点として、生産・普及・展示機能、農業体験機能、

レジャー・レクリエーション機能等を有し、農業への理解の増進や人材の確保育成を図るため

の公園をいう。なお、国や地方自治体のほか、民間、第３セクター等が管理・運営しているも

のを含む」と示されています。 

 

＊参考：都市公園 

・都市公園法第２条第１項により、以下のように定義されています。 

１．地方公共団体が都市計画施設（都市計画法に基づき定められた施設）として設置する

公園または緑地 

２．地方公共団体が都市計画区域内に設置する公園または緑地 

３．国が一の都府県の区域を超えるような広域の見地から設置する都市計画施設である

公園または緑地 

４．国が国家的な記念事業として、または我が国固有の優れた文化的資産の保存及び活用

を図るため、閣議の決定を経て設置する都市公園施設である公園または緑地 
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■活性化構想と本計画の関連 

（仮称）みさき農業公園の整備は、活性化構想における先導プロジェクト⑦「広域からの集客

をねらう農とみどりを活かした活性化拠点プロジェクト」に基づく事業です。 
本計画では、（仮称）みさき農業公園（≒活性化拠点）の整備（例：土地、施設、仕組み、制度

等）だけでは不足する機能等を補う取組、今後政策的に展開を図る必要がある取組を「モデルプ

ロジェクト」と位置づけます。モデルプロジェクトを（仮称）みさき農業公園の整備と並行して

進めることにより、本町の農とみどりを活かした取組を充実させていきます。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■基本的考え方 

（1）社会潮流をはじめ人々の価値観やライフスタイルの変化に対応し、その先駆けとなる 

（2）大阪都市部や関空へのアクセス性や豊かな自然環境（山、里、海）を有する好立地を最大限に活かす 

（3）本町を取り巻く状況の変化やそれに伴う問題・課題に対応する 

（4）地域力の向上を基本に、内部の力と外部の力をうまく連携させる 

■コンセプト・農とみどりの活性化戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■先導プロジェクト 

①岬のやま×さと×うみの「おいしい食」づくりプロジェクト 

②マイ・グッド・プレイス！ 岬のやま・さと・うみを守るプロジェクト（企業参画） 

③歩く・走る！健康みさき巡りプロジェクト 

④うわ～きれい！うっとりする岬の風景づくりプロジェクト 

⑤岬町のシンボルになるフルーツが実るまちづくりプロジェクト 

⑥やま・さと・うみ全部ある！ホンモノ魅力体験ツーリズムプロジェクト 

⑦広域からの集客をねらう農とみどりを活かした活性化拠点プロジェクト

みさき農とみどりの活性化構想

（仮称）みさき農業公園基本計画

■基本理念（整備コンセプト） 

■整備機能 

■整備に向けた取組（モデルプロジェクト） 

 

 

 

モデル 
プロジェクト①

モデル 
プロジェクト②

モデル 
プロジェクト⑤・・・・

「モデルプロジェクト」は、

活性化構想で掲げた 
先導プロジェクトも 

踏まえて設定 
（詳細は４章参照）
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第 2 章　計画候補地をとりまく概況 

1．対象地の位置等 

①概況 

対象地は概ね以下で示すエリアとなり、面積は約24haとなっています。 

対象地は、道の駅みさきの北側に位置し、おもに市街化調整区域にあり、田を主にした農地が

面的に広がっていますが、近年は遊休農地化の進行が顕著になっています。また、近接する西陵

古墳は、国指定の史跡となっており、農空間の保全とあわせた活用が求められています。 

位置図 

 
 

②土地利用 

農地主体の土地利用となっています。 

土地利用現況図（固定資産課税台帳における課税地目で分類） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西陵 
古墳  対象地
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周辺の様子 

 
③道路・交通 

対象地南側の府道752号和歌山阪南線は、第二阪和国道の整備に伴い、国道から府道に変更にな

った幹線道路で、広域からのアクセスが可能です。また、第二阪和国道の淡輪ランプが近くにあ

り、自動車利用による交通利便性が高い位置と言えます。近くには、毎年100万人以上を集客する

道の駅「みさき」も整備されています。 

また、対象地中央部の南北方向に、町道「海岸連

絡線」が整備され、南海本線により分断された南北

地域の行き来が改善されています。 

 

 
 

 

 海岸連絡線から道の駅方面を望む 海岸連絡線から西陵古墳方面を望む

 

 海岸連絡線と西陵古墳に挟まれた農地 府道と南海本線の間に広がる農地

 

 南海本線の海側にある住宅地 南海本線の海側に設置されている太陽光パネル 

海岸連絡線
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2．対象地の法規制の概況 

対象地の土地利用に係る法規制等の条件は下表に示すものがあります。 

 

農振法…「農業振興地域の整備に関する法律」 

土砂災害防止法…「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」 

自然海浜保全地区…「大阪府自然海浜保全地区条例」に基づく地区指定。 

農空間保全地域…「大阪府都市農業の推進及び農空間の保全と活用に関する条例」に基づく地域指定 

 

 法令等 種別 対象地

 都市計画法 

建築基準法

都市計画区域 市街化調整区域、 

一部市街化区域

 用途地域 準住居地域

 容積率 200％

 建蔽率 60％

 都市計画道路 幹線道路（3･5･366-1 国道 26号線）

 都市計画公園

 地区計画 府道沿道部に指定あり 

（淡輪・国道 26号沿道地区地区計画）

 都市公園法 都市公園 ―

 農地法 適用あり

 農振法 農業振興地域 指定なし

 森林法 保安林 指定なし

 森林計画 指定なし

 海岸法 海岸保全区域 ―

 土砂災害防止法 

（土砂災害警戒区域）

急傾斜地の崩壊 指定なし

 土石流 一部が警戒区域（イエロー）に指定

 地滑り 指定なし

 文化財保護法 指定文化財 西陵古墳

 埋蔵文化財 一部に指定あり（西陵古墳、西小山古墳）

 その他 農空間保全地域 指定あり

 自然海浜保全地区 ―

 大阪府地域防災計画 ―

 津波浸水想定 ―
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①都市計画に係る法規制 

対象地の大部分が、市街化調整区域となっていますが、府道752号和歌山阪南線の沿道部に準住

居地域（容積率200％、建蔽率60％）が指定されています。この沿道部には地区計画の指定が行わ

れています。また、府道752号和歌山阪南線は、都市計画道路に指定され、整備済みとなっていま

す。 

市街化調整区域における開発行為及び建築行為は厳しく規制され、これら行為を行う場合には、

開発面積に関わらず許可を得る必要があります。 

対象地の用途地域 

 
 

淡輪・国道26号沿道地区地区計画の制限 

 

対象地




























































